














































（1985～1928 年）を対象としたコーパスである。1895（明治 28）年、1901（明治 34）年、

















向上させたことの２点が特筆される（伝ほか 2007）。この UniDic をもとに近代語資料に









































 表１ 『太陽コーパス』の年次別・語種別語数（延べ語数） 
語種 1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年 全体 
和語 639896 574523 518387 484725 452507 2670038 
漢語 566709 530110 453738 421473 353699 2325729 
外来語 5499 6545 4755 4452 7027 28278 
混種語 32553 30537 24295 21839 16937 126161 
固有名詞 66852 47491 43237 40191 36902 234673 
 
表２ 『太陽コーパス』の年次別・語種別語数（異なり語数） 
  1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年 全体 
和語 11543 10026 9781 9818 10761 17878 
漢語 26456 23947 20526 19485 18883 35023 
外来語 1128 1133 1095 947 1321 2886 
混種語 1297 1152 1092 1009 1167 2177 
固有名詞 9349 6791 5889 5128 6089 16125 
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レベル カバー率 1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年 全体 
a -78% -46 -51 -54 -53 -40 202- 
b 78-88% 45-17 50-19 53-19 52-19 14-39 66-201 
c 88-94% 16-7 18-8 18-8 7-18 13-6 24-65 
d 94-97% 6-4 7-4 7-4 6-4 5-3 11-23 
e 97-100% 3-1 3-1 3-1 3-1 2-1 1-10 
   ＊各年・全体の数字は使用頻度の区間を示す。 
 
 最も高頻度のレベルａの基準を、カバー率 78%までと定めたところ、1895 年では使用
頻度 46 以上の語まででこの基準に達し、1901 年では 51 以上のところでこの基準に達し





レベル 1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年 全体 
a 3915 3156 2680 2531 2928 3476 
b 4760 3839 3364 3112 3889 4835 
c 8083 5995 5441 5652 5869 8334 
d 7314 7389 6102 5063 7544 10177 
e 25701 22720 20796 20029 17991 47267 
計 49773 43049 38383 36387 38221 74089 
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類型 定義 基準例 語数 
類型Ⅰ 基本的なレベルで不変 全年次を通じてレベル aまたはｂ 3523（4.8%） 
類型Ⅱ 中間的なレベルで不変 全年次を通じてレベルｂまたはｃまたはｄ* 4328（5.8%） 
類型Ⅲ 周辺的なレベルで不変 全年次を通じてレベル eまたは「なし」 37522（50.6%） 
類型Ⅳ 基本的なレベルに変化 図 11 の濃い網掛け部分 231（0.3%） 
類型Ⅴ 周辺的なレベルに変化 図 12 の濃い網掛け部分 795（1.1%） 
類型外 特定の傾向なし 上記以外 27690（37.4%） 
























































 こうして設定した類型ごとに語種構成比率を調査すると図 13 のようになる。この図か
ら次のようなことが読み取れる。 



















図 13 類型別の語種比率 
 
  1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年
a           
b           
c           
d           
e           
なし         
  1895 年 1901 年 1909 年 1917 年 1925 年
a           
b           
c           
d           
e           
なし           






















































  名詞-数詞：「名詞-数詞」と出力されるもの 
  副詞・動詞・形容詞ほか：「副詞」「形状詞-タリ」「形状詞-助動詞語幹」「接続詞」「動










  接辞：「接頭辞」「接尾辞-名詞的-一般」「接尾辞-名詞的-サ変可能」などと出力される 
もの 
  代名詞：「代名詞」と出力されるもの 
  







































































































































































































































































































































本稿は、国立国語研究所国際学術集会「漢字漢語研究の新次元」（2010 年 7 月 30 日、国
立国語研究所）および、第 104回漢字漢語研究会（2012年 8月 1日、早稲田大学）で発
表した内容をもとに、大幅に書き改めたものである。特に国際学術集会のときには、『明六
雑誌』『国民之友』のデータについても扱ったが、これらは『太陽』とは質の異なる面もあ
るため、今回は『太陽』のみを対象にした。また、本論文における頻度調査やレベルの設
定は、今回新たに処理を行った形態素解析データに基づいている。 
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